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ルワンダ月報（２０２２年５月） 

 

※以下は、明示的に記載されたものを除き、ルワンダ通信局（Rwanda News Agency）の記事

のとりまとめ。 

 

１.内政・外政 

● ２日、カガメ大統領が、ルワンダ訪問中のスコットランド（Patricia Scotland）コモン

ウェルス事務総長と面談、６月にルワンダで開催されるコモンウェルス首脳会議につい

て協議。 

● ４日、鈴木貴子外務副大臣が、二国間の経済関係強化のためルワンダを公式訪問。ビル

タ外務・国際協力大臣及びインガビレＩＣＴ・イノベーション大臣と面談し、二国間関

係から国際関係にわたる幅広い議題について意見交換を行った。（The New Times） 

● ５日、カガメ大統領がＫＣＢグループ（当館注：ケニアに本社を置く金融サービス会社）

のカイル（Andrew Kairu）チェアマンと面談。同チェアマンは、ＫＣＢルワンダとＢＰ

Ｒ銀行を統合してできたＢＰＲ銀行の設立式のためルワンダを訪問中。 

● １２日、カガメ大統領が、スイスの起業家によって設立された中小企業支援を行うＮＰ

ＯであるＢＰＮ（Business Professionals Network）一行と面談。一行は、ルワンダに

おけるＢＰＮ開設１０周年を記念してルワンダを訪問中。ルワンダにおける開設以来、

ＢＰＮは起業家３００人に対して支援を行っている。 

● １３日、ビルタ外相がタンザニアを公式訪問。ハッサン・タンザニア大統領にカガメ大

統領のメッセージを伝達した。メッセージの内容は明らかにされていない。 

● １７日、ンダギジマナ財務・経済計画大臣がジョアン（Mario Augusto Caetano Joao）

アンゴラ経済計画大臣と面談。国家計画や開発銀行の発展等、経済開発を促進し、イン

フォーマル・セクターをフォーマル化するといった両国共通の関心事について協議。 

● １７日、キガリにおいて、アフリカで初の「万人のための持続可能なエネルギー

（SEforALL）」フォーラムが開催。カガメ大統領が挨拶を行い、アフリカ大陸は気候変動

に起因するエネルギー危機に対して脆弱であり、再生可能エネルギーへの転換のため、

同分野への投資を惹きつける環境を整備することが重要と述べた。 

● １８日、ＵＮＨＣＲのアンドリュー・ハーパー（Andrew Harper）気候変動特別アドバイ

ザーがルワンダ訪問。ハビンシュティ緊急事態省次官と面談し、難民キャンプやホスト

コミュニティにおける環境保護や再生可能エネルギーに関する取り組み等について協

議。 

● １９日、フランス語圏国際機関（ＯＩＦ）が、ルワンダ・ミリタリー・アカデミーにお

いて、平和維持部隊として仏語国に派遣予定のルワンダ国防軍（ＲＤＦ）人員向けのフ

ランス語プログラムを開始。当初プログラムには、中央アフリカ共和国に派遣予定の５

０名が受講する。 

● １９日、カガメ大統領がサウジアラビア王室のアフメッド・ビン・アブドゥル・アジズ・

カッタン（Ahmed Bin Abdul Aziz Kattan）顧問と面談。同顧問は、サルマン・ビン・ア
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ブドルアジーズ・アール・サウード国王からのメッセージを伝達した。ルワンダとサウ

ジアラビアは２０１８年に外交関係を樹立し、貿易、投資、保健、教育、観光、エネル

ギー、インフラ開発等の分野で良好な関係を築いている。 

● １９日、カガメ大統領が、アフリカ連合（ＡＵ）のバンコレ・アデオエ（Bankole Adeoye）

政治・平和安全保障委員と面談。同委員が２０２１年に選出されてから初のルワンダ公

式訪問。 

● １９日、タウンセンド（Gen Stephen Townsend）米国アフリカ担当司令官がルワンダ訪

問。カガメ大統領と面談し、地域の平和と安定に向けた両国の協力について協議する。 

● ２０日、ビルタ外相が英国及びギリシャを公式訪問。英国では移民・経済開発パートナ

ーシップについて英国政府関係者と協議。ギリシャではニコス・デンディアス（Nikos 

Dendias）外相と面談し、二国間関係の深化について境地するとともに、文化及びスポー

ツに関する覚書に署名した。 

● ２０日、カガメ大統領が、ルワンダを公式訪問中のムシキワボ（Ms. Louise Mushikiwabo）

フランス語圏国際機関（ＯＩＦ）の事務総長と面談。（当館注：ムシキワボ事務総長は、

元ルワンダ外相で、２０１８年にＯＩＦ事務総長に就任。） 

● ２０日、カガメ大統領が、ルワンダ国防軍（ＲＤＦ）の最高指令官として、ＲＤＦ人員

５０名が受講予定。、ルワンダ国家警察（ＲＮＰ）、国家諜報治安サービス（ＮＩＳＳ）

等が参加する委員会（High Command Council）を開催。参加した治安関係機関に対し、

国家の社会経済変革への貢献と治安維持の努力を呼びかけた。同委員会は意思決定のた

めの会として年１回開催されている。 

● ２４日、ダボスで開催中の世界経済フォーラムに参加中のカガメ大統領が、チャクウェ

ラ・マラウイ大統領と面談、両国関係について協議。 

● ２４日、ンギレンテ首相がガーナで開催されるアフリカ開発銀行（ＡｆＤＢ）の第５７

会年次総会に参加。 

● ２６日、カガメ首相が、ダボスで開催された世界経済フォーラムの最終日にショルツ独

首相と面談。ワクチン製造を含む、各種分野における二国間協力について協議。 

● ２８日、ルワンダがコンゴ（民）に対し、コンゴ（民）軍（ＦＡＲＤＣ）及びルワンダ

解放民主勢力（ＦＤＬＲ）により拘束されたルワンダ人兵士２名の解放を呼びかけ。ル

ワンダ軍は２３日から武装勢力Ｍ２３と衝突しており、コンゴ（民）側から発射された

ロケット弾がルワンダ北部のムサンゼ郡及びブレラ郡に着弾している。コンゴ（民）が、

ルワンダがＭ２３を支援していると非難する一方、ルワンダは、ＦＡＲＤＣがＦＤＬＲ

に所属するルワンダ人フツ族と連携していると非難している。 

● ２８日、ルワンダ航空は、コンゴ（民）がルワンダ航空のコンゴ（民）上空飛行禁止と

したのを受け、コンゴ（民）行きの全便の欠航を決定。 

● ３０日、ルワンダ国防軍（ＲＤＦ）及びルワンダ国家警察による１５０名の部隊が、ウ

ガンダで実施される東アフリカ共同体（ＥＡＣ）の軍事演習に参加。 

 

２.開発協力 
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● ６日、ＥＵ及びベルギー開発協力実施機関（Enabel）が、ルワンダにおけるワクチン製

造のため７００万ユーロを支援。同資金は、ルワンダ食品医薬品局（Rwanda FDA）の強

化に活用される。 

● １２日、ＵＮＦＰＡを通じた日本の約４０万米ドルの支援により、マハマ難民キャンプ

に産科棟を含むレファラル病院が開設（１０日）。 

● １８日、ＯＰＥＣ国際開発基金が、ニャチョンガ-ムコト道路３６キロメートルの改修

のため１，８００万米ドルを支援。貸付期間２０年、猶予期間５年、利子１．７５％の

譲許的借款。同プロジェクトは総額４，１００万米ドルで、そのうち１，８００万米ド

ルはアフリカ経済開発アラブ銀行が支援し、５００万米ドルはルワンダ政府が主に税金

や土地収用費として負担する。 

● １８日、ＥＵが２０２１－２０２７年のルワンダ向け多年度指針プログラム（ＭＩＰ）

を採択。２０２１－２０２４年の第１期には、技術開発、農業変革、グッド・ガバナン

ス、民間セクター開発の分野で２億６，０００万ユーロの支援を計画。特に、持続可能

な農業、若者の起業、ワクチン製造が中心となる。 

● １９日、ＥＵとＵＮＤＰが、若者の起業のために青年・文科省を通じて８００万ユーロ

を支援。 

● ２０日、ルワンダとベルギーが、雇用機会創出及び社会的保護に関する１，７６０万ユ

ーロの協力に合意。Enabel がプログラム実施機関となり、キブ・ベルト地域を構成する

ルバブ、カロンギ、ルツシロ、ルシジ、ニャマシェケの５郡において、手工業、建築、

鉱業、貿易の４分野を対象とする。 

 

３.経済 

● ２日、２０２１年の経済成長率１０．９％。経済成長に貢献した各セクターの成長率は、

農業６％、工業１３％、サービス１２％。他方で、特に観光やホスピタリティの分野で

コロナによる負の影響が残っており、失業率は２３％。ウクライナ情勢による石油、ガ

ス等の価格上昇がさらに負の影響を助長している。 

● ４日、ンギヘレ首相がＢＰＲ銀行の設立式に参加。同銀行はケニアのＫＣＢ銀行とルワ

ンダのＵＢＰＲ銀行が合併したもので、資本金は国内銀行で２番目となる１兆６，４８

０億ルワンダ・フラン（約１６億米ドル）。ンギヘレ首相は、ＢＰＲ銀行の設立は、ルワ

ンダのインフォーマル・セクターの従事者にもクレジットへのアクセスを可能にする金

融包摂の実現に貢献するものであると述べた。 

● １９日、ルワンダ政府が第２期経済復興基金（ＥＲＦ２）として２億５，０００万米ド

ルを投入。イノベーション、雇用機会の創出、建築資材・農産物加工・繊維業・軽工業

におけるルワンダ産（Made in Rwanda）の優先的な活用が資金投入の主な対象となるほ

か、コロナの影響により過去１２ヶ月間に２０％以上の減益となっているビジネスにロ

ーンを提供する。第１期経済復興基金（ＥＲＦ）は１，０５０億フラン（約１億米ドル）

を主にホテル、教育機関、公共交通機関等に投入し、コロナによる負の影響の大きかっ

た産業の維持のために重要な役割を担った。 
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● １９日、ンダギジマナ財務・経済計画大臣が、２０２２／２３年度の予算を４兆６，５

８４億ルワンダ・フラン（約４５億６，０００万米ドル）と発表。前年度と比較して４．

７％の増額。国内資金（domestic resources）は予算全体の５７％を占める２兆６，５

４９億ルワンダ・フラン（約２６億米ドル）で、無償は９，０６９億ルワンダ・フラン

（約８億８，７００万米ドル）、借款は６，５１５億ルワンダ・フラン（約６億３，７０

０万米ドル）を見込んでいる。支出面では、経常支出が２兆７，９６１億ルワンダ・フ

ラン（約２７億４，０００万米ドル）、開発予算及び純貸付（net lending）が１兆８，

６２４億ルワンダ・フラン（約１８億２，０００万米ドル）の見込み。 

● ３１日、中国の自動車メーカー東風風行（Dong Feng）が製造する車両 T5 EVO が、今月

２９日に開催されたキガリ国際平和マラソンでの伴走車に採用された。中国製の車両が

ルワンダや他のアフリカ国の同様のレースで採用されるのは初。（The New Times） 

以上 


